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2019年度 事業計画書 
（2019 年 4 月１日～2020 年 3 月 31 日） 

 

 

2018 年度からの３か年は、それまでの活動の普及・展開のフェーズと位置づけ、2018

年度は、「新しい助成プランのスタート及び自主事業を次の段階へ進める年度」とし

て重点を絞り、取り組みを進めていくこととした。 

 

普及・展開フェーズ 1 年目である 2018 年度は概ね計画を達成。2019 年度は 2 年目

として、成果をさらに積み上げる。 

 

加えて、少し先を見据えて、民間財団として中間支援的な立ち位置で果たすべき役割

についての方向軸をより明確化する。 

また、設立 5 年を迎えるにあたり、節目としての活動機会をつくる。 

 

 

Ⅰ：2019 年度の重点テーマ 

 

１．【助成事業】 「経済」「災害」「重い病気」の助成運営 

• 「経済」：新たな枠組みでの運営初年度。複数年助成の実効性のある

運用フロー固め 

• 「災害」：新たな枠組みでの運営初年度。緊急助成の通年化対応 

• 「重い病気」：2020 年度からの企画改訂に向けた検討と社会発信 

２．【経済】自主事業 

• 中間支援団体的な役割として全体に資する活動テーマへ取り組み、成

果をアウトプットする。 

３．【重い病気や障がい】発達障がいの子どもと保護者の支援 

• 地域における継続的な子どもと保護者支援のモデルづくり 

 

＋α．設立 5 年の節目としての取り組み 

① 【広報】5 年の節目の成果発信 

② 【よりよい社会】2020 年度以降の重要テーマ検討 
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Ⅱ：重点テーマの概要 

 

１．【助成事業】 「経済」「災害」「重い病気」の助成運営 

 

「経済的困難を抱える子どもの学び支援活動」助成（予算枠 3,000 万円） 

複数年助成の実行を軌道に乗せ、2019 年度の継続選考、審査が適切に実施で

きるようにする。 

2018 年度の各助成団体の事業が、最大 3 年間で自立的な継続・発展ができ

るように伴走していく。そのための交流会や団体運営支援のしくみ、活動内

容の実査や継続審査のしくみ構築を行う。 

 

「被災した子どもの学びや育ちの支援活動」助成（予算枠 2,000 万円） 

2019 年度より、緊急支援に特化した災害支援助成をスタートする。運用基

盤を構築し、有事の際にスムーズに実施できるようにする。 

年度開始時点での募集要項の公開／サイトでの発信。 

公募→受付→審査→結果発信などのフローの確立と浸透。 

 

「重い病気を抱える子どもの学び支援活動」助成（予算枠 1,000 万円） 

本領域の現状や環境変化を踏まえ、2020 年度からの企画改訂検討を進める。

並行して、本テーマのアドボカシー/活動団体広報支援に取り組む。 

 

２．【経済】自主事業 

 

2019 年度までの実績をベースに展開。 

当財団×先進団体で、相互にリソースを補いながら、現場の知見を活かした課

題解決モデル実践・共有（解決案提示）や課題のアドボカシー（社会的認知の

向上）に取り組む。 

※［   ］内は連携団体 

 支援人材の育成［ユースソーシャルワークみやぎ］ 

 学びの質の向上［NPO 法人 Learning for All］［NPO 法人キッズドア］ 

 社会発信/アドボカシー 

［NPO法人さいたまユースサポートネット・ NPO法人Learning for All］ 

 

３． 【重い病気や障がい】発達障がいの子どもと保護者の支援 

 

継続的な支援モデル構築のために保護者支援を最重点とし、2018 年度から開

発中の「保護者向けプログラム」の標準化と地域展開を進める。 

 標準化パッケージのフィージビリティスタディ（F/S） 

 より汎用的かつ成果や継続性が高まる展開モデルづくり 
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＋α．設立 5 年の節目としての取り組み 

 

設立 5 年を迎えるにあたり、節目としての活動機会をつくる 

 

【広報】５年の節目の成果発信 

設立 5 年の節目を機会として、これまでの成果発信を行う。単発のイベント

ではなく、知っていただけた方に継続的に応援していただけることを目指す。 

 財団サイト、テーマ別サイトの改訂（情報検索性の向上、スマホ対応など） 

 講演会や勉強会の開催 

 

【よりよい社会】2020 以降の重要テーマ検討  

パラリンピック教材 I’mPOSSIBLE の開発は、 【よりよい社会づくりにつな

がる学び支援】 テーマの核として、「共生社会実現」「多様性理解」など中

長期視点で財団が取り組むべきテーマの象徴的な活動となっている。2019 年

度までで開発完了の I’mPOSSIBLE後に取り組むべきテーマについて検討し、

2020 年度以降の方向性を明確にする。 

 

 

Ⅲ：その他のテーマ 

 

重点テーマ以外の実行項目について、概要をまとめる。 

 

【子どもの安心・安全を守る活動】 

2018 年度の取り組みから見えてきた普及のポイントに従い、小学生と保護者

のベネッセこども基金との出会いの場として、積極的にコンテンツを普及し

ていく。また、必要に応じて、コンテンツの最新化も実施する。 

告知普及関連 

• 2018 年度のトライアルで高効果が確認できたツールでの継続的な発信 

• 講師研修をコンテンツとして位置付けて公開 

• 現安全コンテンツの年少への普及可能性を探る 

コンテンツ関連 

• 初めてのスマホ安心ガイドブック改訂 

• 就学前のスマホコンテンツの開発可能性の確認 

• 防災テーマへの取り組み：「じしんのときのおやくそく」増刷、水害対

応についての研究 

 

【重い病気や障がいを抱える子どもの学び支援】（院内学級プロジェクト） 

都内の病弱拠点４校におけるOriHime活用履歴と、行政による施策を考慮し、
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より多くの子どもたちに活用される貸出しモデルの見直しを行う。 

• 現状モデルの見直し／次期テーマの検討 

• 【社会発信】都内拠点校モデルの地方拡大を推進 

 

【よりよい社会づくりにつながる学び支援】 

広くすべての子どもたちを対象に「“ソーシャルリーダーシップ”を育む学び」

の機会を提供。2019 年度の予定は以下 3 件。＊すべて継続テーマ 

並行して、2020 年度以降に取り組むべきテーマについての検討も行う。 

① パラリンピック教材 I’mPOSSIBLE の共同開発と普及 

対象：中学生、高校生 

連携：日本財団ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ/日本ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ委員会 

② 「親子でチャレンジ国際理解！ちびっこおえかきコンテスト」の共同実施 

対象：就学前（幼稚園・保育園） 

連携：認定 NPO 法人グッドネーバーズジャパン 

③ 高校生英語ディベート大会・国際事業の共同実施 

対象：高校生 

連携：全国高校生英語ディベート連盟（HEnDA)・国際委員会 
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資金調達及び設備投資の見込みについて 

（事業年度 2019 年 4 月 1 日から 2020 年 3 月 31 日） 

 

１）資金調達の見込みについて 

当期中に資金調達の予定はなし。 

 

２）設備投資の見込みについて 

当期中に重要な設備投資（除却又は売却を含む）の予定はなし。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


